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第１８１回例会５７年１月２１日第１８３号伊藤会長テーマ身近かな奉仕に誠を尽そう
出 席 報 告 司 会 副 S A A 富 沢 重 徳

／

’本日のプログラム大和 R C 初 代会長の卓話永野清治氏
欠 席 者
二見、福本、橋本、石渡、国方、松本（三）
鈴木、竹本、

次週予定生きがい事業団の話
間宮賢治氏

一

本史”が出来ましたので申し込み書を回覧しま

すから必要の方はお申し込み下さい(〕

⑤髄82年ダラス国際ロータリー･クラブ大会参加旅

行へのご案内を回覧しますのでご希望の方はお

申し込み下さい。

<委員:会＃報儲>'１
会員増強委員長布施光雄君

本年度８名増強目標のところ現在５名であり、

あと５名が必要でありますので、例会後ブロッ

ク委員長は各々ブロック会議を開催しその模様

を発表して下さい。なお必ず１～２名の推せん
が出来るよう皆様のご協力を願います。

親睦活動委員長伊藤英夫君

本日のお祝いの方々をご紹介致します。
お 誕 生 日 鈴 木 久 次 郎 君 （ １ 月 2 1 日 ）

上田利久君（１月２３日）

御夫人お誕生日伊藤英夫君克枝夫人(’月25日）

上田利久君郁代夫人(１月２３日）

結 婚 記 念 日 藤 田 重 成 君 （ ’ 月 ２ １ 日 ）
古木勝治君（１月２６日）

<卓"満;要億>；
木口三郎氏（町田RC会員）

<ケゞス；・卜 >
木口三郎氏（木口洋服店会長､東京町田）
<ﾋ蕊ｼW撚縛｜
上坂信夫君（東京港南）、大堀敏夫君（厚木中）

柴田信一君、浜野忠良君、堀内勝正君（大和）

<会;"長ﾙﾙ報if'{告>A 会 長 伊 藤 正 男 君

①１月１，日第４回第６分区の会長、副会長、幹事

会が開催されIGFについて話し合いが進めら
れましたが、詳細については、後に芦田実行委

員長の方から説明があります。

②GSEが５月51日から４月２日まで第６分区と
して相模原中が担当することになり地区からの

助成金１人当り2β００円ありますが、とても足り
ないので、各クラブから１人当り1,000円程カン
パしようと決りましたのでご諒承戴きたい訳で

すが、当クラブとしては理事役員会に計ってか
ら行動することになりますので予告報告とさせ

て頂きます。

< 幹 ; ･ 罷 事 淵 : 報 卜 繕 > リ 幹 事 辻国明君
①２月の理事役員会は、祝日、家族会等がありま
すので１月２８日に開催しますのでご了承下さい。
②ロータリー最近の歩みと言う､《ロータリーの日
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“洋服のルーツを探る”と言う題名で卓話を戴き

ましたが紙面の都合で内容については各々資料が
配布されておりますので省略させていただき、木
口氏の活動振りをご紹介致します。
木口氏は町田におられ木口洋服店グループ°の会
長さんであり、昭和22年６月より洋服仕立てと、
販売を永年に亙り営業され現在も注文紳士服を一

路に10名近い熟練の職人さんを置かれて専門職業
の路を極めておられる方であり、全国洋服技術コ
ンクール総理大臣賞、国際紳士服コンクールでも

ドイツ大使賞等を受賞しております。

又、戦中満洲国のお巡りさんであった事から、
ソ連兵に追いかけられ強固な体力と精神力を発揮
して遂に日本の土を踏まれた尊い体験の持主であ

ります。そして当時の想い出の生々しい記録の出
版された《､東辺道”の著書があります。
この東辺道の著書の推薦の言葉なるメモが届き

ましたのでお知らせします。
（推薦者、元満洲国通化省輝南県副県長）
奉天より吉林に通ずる鉄道は奉吉線である。そ
の中間に朝陽鎖という田舎駅がある。そこから２０
キロ程、丘陵地帯を奥地に進むと輝南県がある。

所謂東辺道の一県である。この東辺道は輝南県を
含め北朝鮮国境一帯の十数県が真赤な太陽が、は
るか地平線より昇り又沈む満洲の概念からほど遠
く、北鮮に膚接する長白山系一帯は密林地帯が多
く緑の山あり清流ありで内地の風景を思わしめる
地勢である。然しこの地は所謂辺境地区で国勢も
浸透せず、日本に反抗する満鮮不穏分子が多数入
り込み、文化は極端に低く匪賊跳梁の暗黒地帯を
なしていた。私がこの県に赴任したのは昭和10年
８月盛夏であった。県城入口の城門には馬賊の首
が５～６個獄門にしてあった。昭和10年初め頃よ
り組織された共産匪が反満抗日を標傍して槙行し
た。昭和11年頃より輝南県隣県である柿河県、金
川県、濠江県が次々に襲撃され治安第一主義で連
日討伐が続いていた。昭和12年４月満洲建国五年
というのに抗日連軍司令揚靖宇により輝南県城も
襲撃された。交戦４時間に及び城内は落ち城内に
殺到し店舗は荒らされ物資は略奪され焔々と火の

手はあがり日本人は居留民を含め５～６名にすぎ
なかったが最後は県公署に立てこもって応戦した。

あと１時間も夜明がおそかったら私の人生はそれ
で終っていたと思う。その直後木口君は同僚１名
と共に初めて日系警士として着任した。彼はいつ

も臆面もなく第一線の警察署に配置を自ら希望し
匪賊討伐、部落建設、治安工作に献身した。その
当時の著書は素晴しいものである。

<爽言伽蕊””副委員長伊藤宣男君
大堀君（厚木中）本年もよろしくお願いします。

浜野君（大和）本年もお世話になります。

柴田君（大和）本日もお世話になります。
堀内君（大和）お世話に成ります。

合田君、家内の誕生日を祝って頂き誠に有難うご

ざいました。欠席の為わざわざケーキを届

けて頂き感謝にたえません。

上田君、二人そろってお祝を頂き有難うご座居ま

した。熟年期を大切に頑張ります。

伊藤(英)君、家内の誕生日のお祝いして頂きまし

て有難う御座居ました。今后共皆様方とも

なかよくして頂き安子様には大変御世話様

になっております。

藤田君、結婚記念日を祝って頂き有難うございま

す。

古木君、結婚記念日を祝って頂き有難うございま

す。初心を忘れずに今日から頑張ります。

合田君、結婚記念を祝って頂き有難うございます
これからも仲良くやっていきたいと思いま

すのでよろしくご指導下さい。
保田君、久し振りに出席致しました。今後共皆様

宜敷くお願い致します。

山中君、お忙しい処１７日の日曜日には多勢の方が
おいで下さいまして感謝致します。又贈物

など戴きありがとう御座居ました。

合田君、本年、年初より２回欠席しまして申し訳

ありません。これからも頑張りますのでよ

ろしくお願いします。

古田士君、富沢さんにお仕事の件で大変お世話に
なりありがとうございました。今後ともよ

ろしくお願い致します。
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